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令和７年４月１５日 

 

 

件名 多胡碑記念館 春の展示「金井沢碑の思い出―文、絵、写真でたどる記憶―」の 

開催について                                     

 

高崎市に所在する特別史跡金井沢碑は、碑文に刻まれた「神亀三年丙寅」（726 年）の建

立から、2026 年（令和８）２月に 1300 年を迎えます。 

金井沢碑は、ユネスコ「世界の記憶」上野三碑（山上碑・多胡碑・金井沢碑、いずれも

特別史跡）の一つです。三家氏を名乗る豪族らにより、先祖の供養とともに仏教による一

族の結束を表すために建てられました。元々の建碑場所は不明ですが、江戸時代中頃に発

見されたと言われています。 

今回の展示では、江戸時代から大正時代の金井沢碑の様子を伝える文章や絵、写真など

のうち、主なものをご紹介します。昭和時代以降は、金井沢碑をめぐる出来事を、写真を

通して振り返ります。また、多胡碑に比べて目にする機会が少ない金井沢碑の拓本も展示

します。 

 

会期：２０２５年（令和７）５月３日（土）～７月６日（日） 

主催・会場：多胡碑記念館（高崎市吉井町池１０８５） 

      開館時間 午前９時３０分～午後５時（入館は午後４時３０分まで） 

      休館日 月曜日（ただし５月５日は開館し、５月７日は臨時休館） 

      観覧料 無料（上野三碑のユネスコ「世界の記憶」登録を記念し２０２６年

３月３１日まで） 

展示構成と主な展示資料： 

はじめに（金井沢碑の概要） 

１ 文字で読む金井沢碑 

・多胡碑記（1916 建立）拓本…多胡碑記念館蔵 

２ 絵でみる金井沢碑 

   ・中村不折『不折画集』第一（1910-1911）…個人蔵 

３ 写真でみる金井沢碑 

   ・金井沢碑絵葉書（発行年不明）…高崎市立中央図書館蔵 

４ 拓本でみる金井沢碑 

   ・金井沢碑拓本（1950）…多胡碑記念館蔵 

   ・金井沢碑拓本（未表装）…高崎市立図書館蔵 

   ・金井沢碑拓本（未表装）…多胡碑記念館蔵 

 おわりに（金井沢碑建立１３００年に向けて） 
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金井沢碑絵葉書 明治～大正時代か。  

高崎市立中央図書館蔵 

◎高崎駅から車で約 15分 
◎上信電鉄吉井駅から車で約 5分 
徒歩で約 30 分 
上野三碑めぐりバスで約 10 分 

◎上信越自動車道 吉井 I.C から車で約 7分 

 

開館時間 9:30～17:00 

（入館は 16:30 まで） 

休 館 日 月曜日（ただし 5/5 は開館し

5/7 は臨時休館） 

観 覧 料 無料（上野三碑のユネスコ「世

界の記憶」登録を記念して

2026 年 3 月 31 日まで） 
 
 

 

 

〒370-2107 群馬県高崎市吉井町池 1085 

電話 027-387-4928 FAX 027-387-8726 
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金井沢碑の思い出 
―文、絵、写真でたどる記憶― 

多胡碑記念館 

令和７年度 春の展示 

文字で読む 

高崎市に所在する特別史跡金
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は、 碑文に刻まれた「 神亀三年丙寅」（ 726 年） の建立から 、

2026 年（ 令和８ ） ２ 月に 1300 年を迎えます。  

 金井沢碑は、 ユネスコ「 世界の記憶」 上野三
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の一つです。 三家
み や け

氏を名乗る豪族ら により 、 先祖の供養と と も に仏教による一族の結束を表すため

に建てら れまし た。 元々の建碑場所は不明ですが、 江戸時代中頃に発見さ れたと 言われています。  

今回の展示では、江戸時代から 大正時代の金井沢碑の様子を伝える文章や絵、写真などのう ち、主

なも のをご紹介し ます。 昭和時代以降は、 金井沢碑をめぐ る出来事を、 写真を通し て振り 返り ます。

また、 多胡碑に比べて目にする機会が少ない金井沢碑の拓本も 展示し ます。  

今回の展示が、 みなさ まと 金井沢碑と の思い出を紐解く 契機と なり 、 それら の記憶が次世代へと

伝えら れていく こ と を願う も のです。  

記憶、その先へ―。金井沢碑 1300 年 

多胡碑記拓本（当館蔵） 

細川潤次郎撰・ 日下部鳴鶴書 

・ 藤澤群黄刻 

1879 年（ 明治 12） の上碑三碑

の様子を 伝える。  

絵で見る 

中村不折『不折画集 第一』1910-1911（個人

蔵）1908 年（ 明治 41） に新聞に掲載さ れた。  

 

拓本で見る 

写真で見る 

金井沢碑拓本 

（当館蔵） 

1950 年（ 昭和 25） に

旧吉井中学校の生徒

により 採拓さ れた。  

 
1985 年（昭和 60）頃の金井沢碑覆屋写真 

（高崎市教育委員会蔵）斬新なデザイ ンが目を

引く 覆屋。 こ の後、 現在の覆屋に改築さ れた。  

 


